
議事（2）
令和7年度 樹木伐採予定地
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区
域

区
域
の
特
質

地
　
点

保
全
・
保
護
対
象

方
針

○
石
垣
の
保
全
の
た
め
、
石
垣
か
ら
２
～
5
ｍ
程
度
を
目
安
に
樹
木

を
伐
採
す
る
と
と
も
に
石
垣
面
の
草
木
を
除
去
す
る
。
そ
の
範
囲

は
、
保
全
対
象
と
そ
の
周
辺
地
形
等
の
状
況
か
ら
適
切
に
判
断
す

る
。

○
眺
望
確
保
に
必
要
な
範
囲
内
に
お
い
て
は
、
可
能
な
限
り
計
画
的

に
剪
定
・
伐
採
を
実
施
し
、
樹
木
が
必
要
以
上
に
成
長
し
な
い
よ

う
に
管
理
す
る
。

○
過
去
に
植
林
し
た
サ
ク
ラ
類
や
登
城
者
に
木
陰
を
提
供
す
る
よ
う

な
有
用
木
等
に
つ
い
て
は
現
地
の
状
況
を
踏
ま
え
て
個
別
に
判
断

す
る
。
ま
た
、
枯
死
し
た
樹
木
は
危
険
性
に
応
じ
て
伐
採
し
、
原

則
更
新
し
な
い
。

○
登
城
路
周
辺
は
登
城
者
の
安
全
を
最
優
先
し
、
路
面
に
張
り
出
し

て
く
る
周
辺
樹
木
や
高
木
の
倒
木
・
落
枝
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

登
城
路
か
ら
２
～
３
ｍ
程
度
を
目
安
に
剪
定
・
伐
採
す
る
。

○
近
年
は
、
猛
暑
の
期
間
が
長
期
化
し
て
い
る
た
め
、
登
城
者
に
適

度
な
木
陰
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
現
地
の
状
況
を
踏
ま
え
て
剪

定
・
伐
採
木
を
選
定
す
る
。

○
伐
採
木
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
伐
採
後
の
日
照
条
件
や
風
向
き

の
変
化
に
よ
る
登
城
者
及
び
希
少
動
植
物
へ
の
影
響
に
つ
い
て
専

門
家
の
意
見
も
踏
ま
え
て
判
断
す
る
。

○
発
掘
調
査
等
に
よ
り
伐
採
し
た
場
所
に
お
い
て
、
過
度
に
成
長
し

た
樹
根
に
よ
り
遺
構
破
壊
を
防
ぐ
た
め
、
定
期
的
な
除
草
・
剪

定
・
伐
採
に
よ
り
草
地
あ
る
い
は
低
木
化
し
た
状
態
を
維
持
す

る
。

○
樹
木
が
繁
茂
し
て
い
る
場
所
は
、
高
木
化
や
倒
木
等
に
よ
り
遺
構

へ
悪
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
に
樹
木
の
状
態
を
注
視
・
管
理
す

る
。

○
土
砂
の
流
出
が
発
生
し
て
い
る
場
合
に
は
、
遺
構
の
破
壊
が
進
行

し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
る
。

方
針

○
高
木
や
老
木
は
、
斜
面
崩
壊
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
植
生
を
適
切
に
管
理
す
る
。

○
斜
面
崩
壊
防
止
の
た
め
、
斜
面
の
樹
木
を
剪
定
・
伐
採
す
る
際
に

は
地
形
と
保
全
対
象
と
の
関
係
を
入
念
に
検
討
し
て
専
門
家
に
相

談
し
た
う
え
で
判
断
す
る
。

地
表
に
露
出
し
て

い
る
石
垣
、
郭
等

の
遺
構

米
子
城
跡
の
本
質
的
価
値
で
あ
る
石
垣
等
の
地

表
に
露
出
し
て
い
る
遺
構
を
保
全
、
活
用
す

る
。
積
極
的
に
植
生
を
管
理
し
て
樹
根
等
に
よ

る
遺
構
の
破
損
を
回
避
す
る
と
と
も
に
、
来
訪

者
の
安
全
を
確
保
し
、
近
世
城
郭
と
し
て
の
景

観
の
回
復
・
維
持
を
図
る
。

① 城 郭 遺 構 活 用 区 域

石
垣
、
郭
、
礎
石
、
土
塁
等
の

露
出
遺
構
が
良
好
に
残
さ
れ
て

い
る
中
枢
域
で
あ
り
、
　
遺
構

の
保
全
、
来
訪
者
へ
の
安
全
確

保
、
遺
構
の
可
視
性
の
復
元
と

維
持
の
た
め
の
適
切
な
管
理
が

必
要
な
区
域

措
置

急
傾
斜
地

斜
面
に
お
け
る
適
切
な
植
生
管
理
お
よ
び
斜
面

の
保
全
等
の
防
災
対
策
に
努
め
る
。

史
跡
米
子
城
跡
に
お
け
る
植
生
管
理
の
た
め
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
(抜

粋
)

⑵
区
域
に
か
か
わ
ら
ず
共
通
す
る
事
項

対
象登
城
路
（
枡
形
登

城
口
～
本
丸
と
の

間
）

登
城
者

登
城
者
の
安
全
確
保
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
樹
木

は
、
現
地
の
状
況
を
踏
ま
え
て
適
切
に
管
理
す

る
。

竪
堀
、
八
幡
台
等

発
掘
調
査
で
確
認

さ
れ
た
地
下
遺
構

の
あ
る
場
所

発
掘
調
査
で
確
認

さ
れ
た
石
垣
、
竪

堀
、
郭
等
の
地
下

遺
構

遺
構
を
地
中
に
保
存
し
て
後
世
へ
継
承
す
る
た

め
、
成
長
し
た
樹
根
や
土
砂
の
流
出
等
に
よ
り

地
下
遺
構
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と

き
は
、
状
況
を
注
視
し
て
適
切
に
植
生
を
管
理

す
る
。

４
．
史
跡
米
子
城
跡
に
お
け
る
植
生
管
理
の
た
め
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
及
び
措
置

⑴
区
域
ご
と
の
措
置
（
対
象
：
史
跡
指
定
地
内
）

措
置

本
丸
、
二
の
丸
、

内
膳
丸
等
の
遺
構

が
露
出
し
て
い
る

場
所
と
そ
の
周
辺
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令和7年度 発掘調査予定地
調査対象地：登城路（4工区）予定区域

発掘調査位置図

発掘調査個所

資料2 追加

３工区

園路廃止
予定4工区

2工区
1工区

5工区



石垣カルテ対象石垣

議事（3）
令和7年度 石垣カルテ(三次元測量)予定区域

石垣カルテ対象地点

資料3


